
【ＤＯ（実施）】
後期基本計画（令和３年度～令和７年度）における数値目標

施策経費

施策の概要（細施策）

令和 6 年度 施策評価表

施策担当部 教育委員会 部長 川下　隆治
施策担当課 図書館 課長 堀江　史佳

Ｒ３目標値Ｒ４目標値Ｒ５目標値Ｒ６目標値Ｒ７目標値 Ｒ５年度

Ｒ３実績値Ｒ４実績値Ｒ５実績値Ｒ６実績値Ｒ７実績値 達成率 進捗率

6.5 7.0 8.0 9.0 9.0

7.5 6.9 6.8

600,000 600,000 600,000 600,000 600,000

374,294 365,798 378,853

6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

3,728 6,489 7,970

50,000 35,000 40,000 45,000 50,000

29,157 27,771 29,165

施策達成状況の説明

Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

決算 予算 見込

事業費 239,289 279,229 301,933

国庫支出金 0 324 350

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 81,669 95,975 106,293

一般財源 157,620 182,930 195,290

人件費 94,132 94,934 ─

フルコスト 333,421 374,163 ─

施策 0305 ミライｏｎの充実

施策の方針
　生涯学習施設としての図書館、歴史資料館の機能を充実させるとともに、市民の知識や知恵を育み、学びや
暮らしを支える「知の拠点」、様々な市民がふれあう「出逢いの広場」となるような運営に取り組む。

関連する
SDGsの
ゴール

指標名 単位
基準値
（Ｒ１）

① 市民一人当たりの貸出冊数 冊／年 6.1 84.5% 75.1%

② 来館者数 人／年 264,211 63.1% 63.1%

③ 多目的ホール等の利用人数 人／年 1,442 99.6% 79.7%

④ 大村市歴史資料館の入館者数 人／年 30,305 72.9% 58.3%

⑤

（単位:千円） 特記事項

内
訳

030501 「知の拠点」としての運営
　市民の知識や知恵を育み、学びや暮らしを支える「知の拠点」として、充実した図書資
料、高度なレファレンス（課題解決支援サービス）を提供する図書館、郷土の歴史に触
れ、貴重な歴史遺産を後世に伝える歴史資料館を運営します。

030502
「出逢いの広場」としての
運営

　県内外から多くの方が来館し、様々な人々がふれあう「出逢いの広場」として、歴史資
料館での企画展示や特別展示、多目的ホールなどミライｏｎの空間を利用した多種多様な
イベント・講座等を開催します。

030503 読書活動の推進
　読み聞かせのイベント、「としょかん出前講座」、様々なテーマでの図書資料展示など
を実施し、図書や読書との新しい出逢いを創出することで、人々の読書活動を推進しま
す。

【再掲】
030104

歴史資料館の充実
　郷土の歴史に触れ、貴重な歴史遺産を後世に伝える施設として、歴史資料館における保
存、展示、教育普及などの活動の充実を図ります。

　令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症の移行後も、カウンター・机などの定期消毒、空調設備の適切な運転による換気などを
継続し、市民が安心して来館できる施設運営を実施した。
　来館者数は約３７万９千人（開館日数２８６日）で１日当たりの来館者数は１，３２５人（前年度比３２人増）、多目的ホール等の利用人数は
７，９７０人（前年度比１，４８１人増）となり前年度より増加した。一方で、年間貸出冊数は約７５万７千冊で市民一人当たりの年間貸出冊数
は６．７６冊（前年度比０．０９ポイント減）となり前年度より減少した。
　歴史資料館は目標達成率が７２％ではあるが、前年度からは約１,３００人の入館者増となった。小学校による学年単位での見学などが増えたこ
とが要因と考えられる。



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和７年度新規事業

施策を達成する上での問題点・課題

　図書館では、図書館としての機能（様々な図書資料及び電子書籍コンテンツの整備、高度なレファレンスサービス、読み聞かせや図書展示など
のイベント）をさらに充実させ、市民の読書活動を推進しなければならない。
　加えて、歴史資料館や中心市街地の商店街等と連携をはかり、ミライｏｎの設備や空間を活用した魅力あるイベント、展示、講演会等を開催
し、広く県内外からの来館者が訪れる「ミライｏｎ」となることも求められている。
　また、来館者が安心して訪れることができる快適で安全な施設環境を提供しなければならない。
　歴史資料館では入館者数に回復が見られるが、より多くの入館者を獲得するためにも、魅力ある展示会と情報発信とともに、学校等の団体利用
者の獲得が必要となる。

上記の問題点・課題を踏まえた事務事業の改善・改革や新規事業についての考え方

　図書館では、図書資料及び電子書籍コンテンツを整備・充実させるとともに、魅力あるイベント、展示、講演会、定例の読み聞かせ等を企画・
開催する。高度なレファレンスサービスを提供するために、引き続き、司書職員の図書館勤務年数や年齢に応じた専門研修の受講を計画的に実施
する。
　また、営業を開始したカフェスペースを含め、来館者が安心して訪れることができ、快適に過ごすことができる施設環境の提供を継続する。
　令和６年度は、子どもの読書活動の推進を図るため、令和７年度から令和１１年度までを計画期間とする第３次大村市子ども読書活動推進計画
を策定する。
　歴史資料館では、魅力ある展示会を企画するため実施の２年前から展示内容の立案・計画を行うことで充実した展示会を企画し、リニューアル
したホームページを活用して情報発信を強化していく。

令和７年度見込
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事業名 担当課 対象・事業概要など
事業費（千円）
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